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「今後の津山市立小中学校の体制整備に関する基本方針」を策定しました 

 

 
 
 

 

 本市教育委員会では、小中学校の過小規模化に伴う諸課題等に対し、本市の目指す学校教
育を実現する体制整備の方策について方向性を示す「今後の津山市立小中学校の体制整備に
関する基本方針」を策定しました。
 本基本方針では、子どもたちの学びに与える影響を最優先に考えるとともに、地域の特性
にも配慮しつつ、津山市内の中学校区を単位として検討を行うことを前提として、体制整備
の方策について方向性を示しており、教育委員会のホームページにて公開しています。
 今後、主に中学校区を対象として説明会を開催し、児童生徒、保護者、地域住民等に、学
校の抱える課題等の現在の状況、将来の見通し、体制整備の方策のメリット・デメリット等
を丁寧に説明し、意見を聴取するなど、十分な理解と協力を得ながら地域にあった体制整備
について検討を進めてまいります。

　　　＜過小規模校発生＞

方策Ⅰ　過小規模校（複式学級）
方策Ⅱ　近隣小学校との統合
方策Ⅲ　小中一貫型小学校・中学校化
　　　　（中学校＋複数の小学校）
方策Ⅳ　義務教育学校化
　　　　（中学校＋複数の小学校）

　　　　　

＜小中一貫教育による学校づくり＞

方策Ⅴ　小中一貫型小学校・中学校化
　　　　（中学校＋単独（又は複数）　　
　　　　　の小学校）
方策Ⅵ　義務教育学校化
　　　　（中学校＋単独（又は複数）

　　　　　の小学校）

津山市教育大綱
津山市教育振興基本計画（第３期）等

【津山市の義務教育の現状と課題】
◆人口減少（少子化）に伴う学校の過
小規模化
◆学力の定着が不安定
◆不登校・長期欠席の出現率が高い
◆家庭環境等の複雑化・多様化　等

　体制整備の検討を行う要件　　（前提）子どもたちの学びに与える影響を最優先に考えること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 津山市内の中学校区を単位として検討を行うこと。　

◆児童生徒数の減少に伴い、過小規模校（複式学級）
となった場合
◆５か年間の将来推計から、過小規模校（複式学級）
となることが想定される場合

◆学校の現況規模に関わらず、教育課題の解決に小中一貫
教育を推進することが有効であると判断される場合
◆保護者等から、小中一貫教育による魅力ある学校づくり
を進める要望がある場合

◆過小規模校（複式学級）に係る方策
①中学校と複数の小学校の義務教育学校化
②中学校と複数の小学校の小中一貫型小学校・中学校化
③近隣小学校同士の統合

◆小中一貫教育の実施を目指す学校への方策
①中学校と単独（又は複数）の小学校との義務教育学校化
②中学校と単独（又は複数）の小学校との小中一貫型小学　

　校・中学校化

【検討の進め方（保護者・地域との協議）】
◆保護者や地域住民等に丁寧な説明をするとともに、意見を聴取するなど十分な理解と協力を得ながら検討する。

【本市が目指す教育（魅力ある学校づくり）】
　◆つながり学び合う学校づくり…多様な考えを持つ子どもたちが、他者と学び合える環境を整える。
　◆小中連携による学校づくり　…「中一ギャップ」を緩和し、小中学校のスムーズな接続を図る。
　◆地域とともにある学校づくり…地域ぐるみで子どもの学びを支える仕組み（コミュニティ・スクール）を構築する。

津山市小中学校の将来構想について（提言書）

「今後の津山市立小中学校の体制整備に関する基本方針」の概要
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令和４年度野崎教育賞及び文科大臣表彰受賞者の市長報告
会がありました

 ３月３０日に野崎教育賞受賞者の加茂中学校原田

慎太郎教諭と、文部科学大臣表彰を教職員組織とし

て受賞した河辺小学校の小池尚校長が谷口市長に受

賞の報告を行いました。

 野崎教育賞を受賞した原田教諭は、組織マネジメ

ントを取り入れた学校運営や、津山市内の理科教育

の充実に尽力されました。

 また、文部科学大臣優秀教職員表彰を受賞した河

辺小学校では、子どもたちの自己肯定感を高めるた

め非認知能力の研修を繰り返し行い、全教職員によ

る取組を徹底しました。また、対話のある授業を積

極的に取り入れることで、児童同士、児童と教師と

のつながりを広げ、さらに、児童の居場所づくりが

進むことにより、落ち着きのある教室環境を整え、

児童の学ぼうとする意欲の向上につなげました。

【市長報告会にて】

野崎教育賞は、一般財団法人岡山県教育会が県
教育委員長を務めた故野崎正衛氏の功績を顕彰
し、1992年度に創設。40歳以下が対象で、受
賞者は今回を含めて県下で115人となります。

【新規】 令和５年度　子育てトークルームぽかぽか　スタート！
 今年度新たに、保護者が子育てで気になっていることや悩んでいることについて、家庭教育支援

に協力的な地域住民からなる津山市家庭教育支援チーム員とおしゃべりできる場をつくります。

 孤立して思い悩むのではなく、聴いてもらったり子育てのヒントをアドバイスしてもらったりす

ることで、心を穏やかにして、子育てに前向きに取り組もうとする気持ちを育んでいきたいと考え

ています。気軽におしゃべりにきてみませんか。（各回の開催案内は後日学校に配布）
 

 ○対 象 津山市立小中学校に在籍するお子さんを持つ保護者（子どもの同伴可）

 ○主 催 津山市家庭教育支援チーム「はぴまる」（事務局：津山市教育委員会学校教育課）

 ○回 数 年間６回（令和５年５月２０日、７月１日、９月２日、11月18日、令和６年１月20日、３月２日）

                    土曜日 13:30～15:30  

 ○会 場 津山市立図書館 視聴覚室

 ○費用等 無料（事前申込不要）

 ○問合せ先 津山市教育委員会 学校教育課 家庭・地域連携係

                  《電話》0868-32-2114 

※津山市家庭教育支援チーム：平成29年度活動開始。県家庭教育支援ファシリテーター養成講座修

 了者、家庭教育支援に実績のあるＰＴＡ経験者等の地域住民で構成しており、現在１２名。小中

 学校や児童館等で保護者同士の学びと交流を行う「子育てワークショップ」を実施しています。


